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第 118 表　放射性炭素年代測定及び暦年較正結果

第 608 図　暦年較正年代グラフ（１）

測定番号
δ 13C 補正なし

暦年較正用 (yrBP) 1 σ暦年代範囲 2σ暦年代範囲
Age　(yrBP) pMC　（％）

IAAA-

123503
9,430 ± 40 30.93 ± 0.14 9,417 ± 36

8745calBC - 8695calBC (36.1%)

8684calBC - 8639calBC (32.1%)
8793calBC - 8618calBC (95.4%)

IAAA-

123504
9,030 ± 40 32.51 ± 0.15 9,008 ± 36 8276calBC - 8236calBC (68.2%)

8295calBC - 8202calBC (93.2%)

8037calBC - 8014calBC ( 2.2%)

IAAA-

123505
8,850 ± 30 33.21 ± 0.13 8,864 ± 33

8200calBC - 8109calBC (34.2%)

8093calBC - 8071calBC ( 7.6%)

8066calBC - 8039calBC ( 9.5%)

8005calBC - 7956calBC (17.0%)

8217calBC - 7936calBC (87.1%)

7928calBC - 7915calBC ( 1.3%)

7900calBC - 7835calBC ( 7.0%)

IAAA-

123506
9,000 ± 40 32.62 ± 0.15 9,052 ± 36 8288calBC - 8254calBC (68.2%) 8300calBC - 8234calBC (95.4%)

IAAA-

123507
8,780 ± 30 33.52 ± 0.14 8,776 ± 34

7938calBC - 7895calBC (16.4%)

7872calBC - 7751calBC (51.8%)

8161calBC - 8152calBC ( 0.5%)

7967calBC - 7677calBC (94.9%)

IAAA-

123510
8,320 ± 30 35.51 ± 0.15 8,279 ± 34

7452calBC - 7400calBC (22.3%)

7372calBC - 7300calBC (36.7%)

7221calBC - 7197calBC ( 9.1%)

7457calBC - 7185calBC (95.4%)

IAAA-

123511
8,390 ± 30 35.19 ± 0.15 8,380 ± 34

7521calBC - 7453calBC (57.7%)

7395calBC - 7377calBC (10.5%)

7532calBC - 7421calBC (70.1%)

7416calBC - 7354calBC (25.3%)
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（７)放射性炭素年代測定７

１　測定対象試料

　天神段遺跡は，鹿児島県曽於郡大崎町（北緯 31° 30′ 

18″，東経 130° 55′ 48″）に所在し，標高約 200m の

台地上に立地する。測定対象試料は，集石遺構から出

土した炭化物の合計５点である（第 119 表）。試料名

No.2603 は採取した集石遺構がその後の検討で，２基と

判断されたため複数の採取場所で示してある。

　試料が出土した各遺構の検出層位（第 119 表）は，Ⅵ

層が縄文時代早期後半，Ⅶ層が縄文時代早期前半とされ

る。なお，同時に測定した他試料の結果については，「天

神段遺跡２」の報告書に掲載してある。

２　測定の意義

  試料が出土した遺構の年代を明らかにする。

３　化学処理工程

　「（２）放射性炭素年代測定２」を参照

４　測定方法

　「（２）放射性炭素年代測定２」を参照

５　算出方法

　「（２）放射性炭素年代測定２」を参照

６　測定結果

　試料の測定結果を第 119・120 表，第 610・611 図に示す。

  Ⅵ層（縄文時代早期後半）検出遺構出土試料の 14C 年

代 は，No.2602 が 7830 ± 30yrBP，No.2604 が 6670 ±

30yrBP，No.2605 が 6900 ± 30yrBP である。暦年較正年

代（1σ）は，No.2602 が縄文時代早期中葉から後葉頃，

No.2604，No.2605 が縄文時代早期後葉から末葉頃に相

当する（小林編 2008）。

　Ⅶ層（縄文時代早期前半）検出遺構出土試料の 14C 年

代 は，No.2601 が 9220 ± 30yrBP，No.2603 が 8260 ±

30yrBP である。暦年較正年代（1 σ）は，No.2601 が縄

文時代早期前半頃，No.2603 が縄文時代早期中葉頃に相

当する（小林編 2008）。

  以上，５点の年代値を検討したところ，遺構の検出層

位やテフラとおおむね整合的な結果となった。

  試料の炭素含有率はすべて 60％を超える十分な値で，

化学処理，測定上の問題は認められない。

参考文献

Bron�k Ramsey C. 2009 Bayesian analysis of 

radiocarbon dates, Radiocarbon 51(1), 337-360

小林�達雄編 2008 総覧縄文土器 , 総覧縄文土器刊行委

員会 , アム・プロモーション

Reim�er, P.J. et al. 2013 IntCal13 and Marine13 

radiocarbon age calibration curves, 0-50,000 

years cal BP, Radiocarbon 55(4), 1869-1887

Stuiver M. and Polach H.A. 1977 Discussion: 

Reporting of 14C data, Radiocarbon 19(3), 355-363

第 609図　暦年較正年代グラフ（２）
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第 610 図　暦年較正年代グラフ(１）

第 119 表　放射性炭素年代測定結果（δ 13C 補正値）

第 120 表　放射性炭素年代測定結果（δ 13C 未補正値，暦年較正用 14C 年代，較正年代）

測定番号 試料名 採取場所 試料形態
処理

方法
δ 13C (‰ ) (AMS)

δ 13C 補正あり

Libby Age （yrBP） pMC (%)

IAAA-142285 No.2601
110 号集石遺構　埋土

（Ⅶ層検出）
炭化物 AAA -25.15 ± 0.24 9,220 ± 30 31.75 ± 0.13 

IAAA-142286 No.2602
170 号集石遺構　埋土

（Ⅵ層検出）
炭化物 AAA -24.82 ± 0.25 7,830 ± 30 37.72 ± 0.14 

IAAA-142287 No.2603
40･121 号集石遺構　埋土

（Ⅶ層検出）
炭化物 AaA -24.60 ± 0.27 8,260 ± 30 35.76 ± 0.14 

IAAA-142288 No.2604
307 号集石遺構　埋土

（Ⅵ層検出）
炭化物 AaA -24.54 ± 0.38 6,670 ± 30 43.57 ± 0.17 

IAAA-142289 No.2605
307 号集石遺構　埋土

（Ⅵ層検出）
炭化物 AAA -27.92 ± 0.24 6,900 ± 30 42.34 ± 0.17 

測定番号
δ 13C 補正なし

暦年較正用 (yrBP) 1 σ暦年代範囲 2σ暦年代範囲
Age　(yrBP) pMC　（％）

IAAA-142285 9,220 ± 30 31.74 ± 0.13 9,216 ± 33
10476calBP - 10471calBP ( 2.1%) 

10422calBP - 10291calBP (66.1%)

10495calBP - 10451calBP (13.7%) 

10444calBP - 10259calBP (81.7%)

IAAA-142286 7,830 ± 30 37.73 ± 0.14 7,832 ± 30 8638calBP - 8583calBP (68.2%)
8698calBP - 8671calBP ( 4.2%) 

8655calBP - 8545calBP (91.2%)

IAAA-142287 8,250 ± 30 35.79 ± 0.14 8,261 ± 31
9301calBP - 9199calBP (48.1%) 

9180calBP - 9138calBP (20.1%)

9401calBP - 9348calBP (11.8%) 

9324calBP - 9128calBP (83.6%)

IAAA-142288 6,670 ± 30 43.61 ± 0.16 6,674 ± 30
7579calBP - 7559calBP (28.9%) 

7541calBP - 7513calBP (39.3%)
7590calBP - 7489calBP (95.4%)

IAAA-142289 6,950 ± 30 42.09 ± 0.17 6,904 ± 32 7758calBP - 7685calBP (68.2%)
7822calBP - 7810calBP ( 1.9%) 

7797calBP - 7671calBP (93.5%)
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（８)放射性炭素年代測定８

１　はじめに

  曽於郡大崎町野方に所在する天神段遺跡より検出され

た試料について，加速器質量分析法（AMS 法）による放

射性炭素年代測定を行った。

２　試料と方法

  測定試料の情報，調製データは第 121 表のとおりであ

る。試料No.2611（PLD-28460）と試料No.2612（PLD-28461）

は，90 号土坑埋土より出土した部位不明の炭化材であ

る。試料 No.2616（PLD-28465）は，61 号土坑埋土より

出土した炭化種実である。試料 No.2617（PLD-28466）は，

79 号土坑より出土した炭化種実である。試料 No.2618

～ 2620（PLD-28467 ～ 28469）は，１号集石遺構より出

土した炭化種実である。

  試料は調製後，加速器質量分析計（パレオ・ラボ，コ

ンパクト AMS：NEC 製 1.5SDH）を用いて測定した。得ら

れた 14C濃度について同位体分別効果の補正を行った後，
14C 年代，暦年代を算出した。なお，同時に測定した他

の試料の測定結果については，「天神段遺跡２」の報告

書に掲載してある。

３　測定結果

　第 122 表に，同位体分別効果の補正に用いる炭素同位

体比（δ 13C），同位体分別効果の補正を行って暦年較正

に用いた年代値と較正によって得られた年代範囲，慣用

に従って年代値と誤差を丸めて表示した 14C 年代を，第

612・613 図に暦年較正結果をそれぞれ示す。暦年較正

に用いた年代値は下一桁を丸めていない値であり，今後

暦年較正曲線が更新された際にこの年代値を用いて暦年

較正を行うために記載した。

　14C 年代は AD1950 年を基点にして何年前かを示した年

代である。14C 年代（yrBP）の算出には，14C の半減期と

して Libby の半減期 5568 年を使用した。また，付記し

た 14C 年代誤差（± 1 σ）は，測定の統計誤差，標準偏

差等に基づいて算出され，試料の 14C 年代がその 14C 年

代誤差内に入る確率が 68.2％であることを示す。

　なお，暦年較正の詳細は以下のとおりである。

　暦年較正とは大気中の 14C 濃度が一定で半減期が 5568

年として算出された 14C 年代に対し，過去の宇宙線強度や

地球磁場の変動による大気中の 14C 濃度の変動，および半

減期の違い（14C の半減期 5730± 40 年）を較正して，よ

り実際の年代値に近いものを算出することである。

　14C 年代の暦年較正には OxCal4.2（較正曲線デー

タ：IntCal13）を使用した。なお，1 σ暦年代範囲は，

OxCal の確率法を使用して算出された 14C 年代誤差に相

当する 68.2％信頼限界の暦年代範囲であり，同様に 2

σ暦年代範囲は 95.4％信頼限界の暦年代範囲である。

カッコ内の百分率の値は，その範囲内に暦年代が入る確

率を意味する。グラフ中の縦軸上の曲線は 14C 年代の確

率分布を示し，二重曲線は暦年較正曲線を示す。

３　考察

  以下，14C 年代および 2σ暦年代範囲（確率 95.4%）を

基に結果を整理する。また，第 614 図に暦年代の分布を

示す。

  90 号土坑より出土した炭化材である試料 No.2611

（PLD-28460） は，14C 年 代 が 9465 ± 30 14C BP，9104-

9091 cal BC(1.0%)，2 σ暦年代範囲が 9040-9034 cal 

BC(0.4%)，8837-8637 cal BC(94.0%) であった。同じく

試料 No.2612（PLD-28461）は，14C 年代が 9460 ± 35 14C 

BP，2 σ暦年代範囲が 9096-9091 cal BC(0.3%)，9038-

9035 cal BC(0.2%)，8836-8632 cal BC(94.9%)であった。

これらは，新東（2008），小林（2008），工藤（2012）を

参照すると，縄文時代早期前葉にあたる。

  61 号土坑より出土した炭化種実である試料 No.2616

第 611図　暦年較正年代グラフ(２）
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（PLD-28465）は，14C 年代が 8285 ± 30 14C BP，2 σ暦

年代範囲が 7468-7252 cal BC(86.2%) および 7230-7191 

cal BC(9.2%) であった。これは，新東（2008），八木澤

（2008），小林（2008），工藤（2012）を参照すると，該

当する時期のデータは少ないが縄文時代早期中葉～後葉

頃にあたると考えられる。

　79 号土坑より出土した炭化種実である試料 No.2617

（PLD-28466）は，14C 年代が 8840 ± 30 14C BP，2 σ暦

年代範囲が 8205-8035 cal BC(40.9%) および 8015-7793 

cal BC(54.5%) であった。これは，新東（2008），小林

（2008），工藤（2012）を参照すると，縄文時代早期前葉

～中葉にあたる。

　１号集石遺構より出土した炭化種実である試料

No.2618（PLD-28467） は，14C 年 代 が 8380 ± 30 14C 

BP，2 σ 暦 年 代 範 囲 が 7529-7423 cal BC(72.6%) お

よび 7415-7356 cal BC(22.8%) であった。同じく試

料 No.2619（PLD-28468）は，14C 年代が 8390 ± 30 14C 

BP，2 σ暦年代範囲が 7537-7447 cal BC(81.2%) およ

び 7411-7360 cal BC(14.2%) であった。同じく試料

No.2620（PLD-28469）は，14C 年代が 8425 ± 30 14C BP，

2 σ暦年代範囲が 7574-7466 cal BC(95.4%) であった。

これらは，新東（2008），八木澤（2008），小林（2008），

工藤（2012）を参照すると，該当する時期のデータは少

ないが縄文時代早期中葉頃にあたると考えられる。
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第 121表　測定試料及び処理

測定番号 遺跡データ 試料データ 前処理

PLD-28460

試料 No.2611 

遺構：90 号土坑 

層位：土坑内埋土（Ⅶ層に近い色調） 

その他：Ⅶ層は縄文時代早期前半の遺物包含層、Ⅷ層は薩摩火山灰層

種類：炭化材 

試料の性状：最終形成年輪以外部位不明 

状態：dry

超音波洗浄 

酸・アルカリ・酸洗浄 

（塩酸：1.2N, 水酸化ナトリウム：1.0N,

塩酸：1.2N）

PLD-28461

試料 No.2612 

遺構：90 号土坑 

層位：土坑内埋土（Ⅶ層に近い色調） 

その他：Ⅶ層は縄文時代早期前半の遺物包含層、Ⅷ層は薩摩火山灰層

種類：炭化材 

試料の性状：最終形成年輪以外部位不明 

状態：dry

超音波洗浄 

酸・アルカリ・酸洗浄 

（塩酸：1.2N, 水酸化ナトリウム：1.0N,

塩酸：1.2N）

PLD-28465

試料 No.2616 

遺構：61 号土坑 

層位：Ⅷ層上面検出土坑の埋土 

その他：Ⅷ層は薩摩火山灰層

種類：炭化種実 

状態：dry

超音波洗浄 

酸・アルカリ・酸洗浄 

（塩酸：1.2N, 水酸化ナトリウム：1.0N,

塩酸：1.2N）

PLD-28466

試料 No.2617 

遺構：79 号土坑 

層位：Ⅷ層上面検出土坑の埋土 

その他：Ⅷ層は薩摩火山灰層

種類：炭化種実 

状態：dry

超音波洗浄 

酸・アルカリ・酸洗浄 

（塩酸：1.2N, 水酸化ナトリウム：1.0N,

塩酸：1.2N）

PLD-28467

試料 No.2618 

遺構：１号集石遺構 

層位：Ⅷ層上面検出土坑の埋土 

その他：Ⅷ層は薩摩火山灰層

種類：炭化種実 

状態：dry

超音波洗浄 

酸・アルカリ・酸洗浄 

（塩酸：1.2N, 水酸化ナトリウム：1.0N,

塩酸：1.2N）

PLD-28468

試料 No.2619 

遺構：１号集石遺構 

層位：Ⅷ層上面検出土坑の埋土 

その他：Ⅷ層は薩摩火山灰層

種類：炭化種実 

状態：dry

超音波洗浄 

酸・アルカリ・酸洗浄 

（塩酸：1.2N, 水酸化ナトリウム：1.0N, 

塩酸：1.2N）

PLD-28469

試料 No.2620 

遺構：１号集石遺構 

層位：Ⅷ層上面検出土坑の埋土 

その他：Ⅷ層は薩摩火山灰層

種類：炭化種実 

状態：dry

超音波洗浄 

酸・アルカリ・酸洗浄 

（塩酸：1.2N, 水酸化ナトリウム：1.0N, 

塩酸：1.2N）
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第 122 表　放射性炭素年代測定および暦年較正の結果

第 612 図　暦年較正年代グラフ(１）

測定番号
δ 13C 

(‰ )

暦年較正用年代 

(yrBP ± 1 σ )

14C 年代 

(yrBP ± 1 σ )

14C 年代を暦年代に較正した年代範囲

1σ暦年代範囲 2σ暦年代範囲

PLD-28460 

試料 No.2611 

90 号土坑

-26.97 ± 0.18 9466 ± 31 9465 ± 30 8799-8714 cal BC (68.2%)

9104-9091 cal BC ( 1.0%) 

9040-9034 cal BC ( 0.4%) 

8837-8637 cal BC (94.0%)

PLD-28461 

試料 No.2612 

90 号土坑

-27.54 ± 0.26 9460 ± 33 9460 ± 35
8794-8709 cal BC (64.8%) 

8666-8659 cal BC ( 3.4%)

9096-9091 cal BC ( 0.3%) 

9038-9035 cal BC ( 0.2%) 

8836-8632 cal BC (94.9%)

PLD-28465 

試料 No.2616 

61 号土坑

-25.23 ± 0.18 8286 ± 29 8285 ± 30
7452-7397 cal BC (28.7%) 

7376-7306 cal BC (39.5%)

7468-7252 cal BC (86.2%) 

7230-7191 cal BC ( 9.2%)

PLD-28466 

試料 No.2617 

79 号土坑

-28.38 ± 0.28 8841 ± 32 8840 ± 30

8176-8114 cal BC (22.6%) 

8058-8044 cal BC ( 3.5%) 

7991-7911 cal BC (24.8%) 

7901-7835 cal BC (17.3%)

8205-8035 cal BC (40.9%) 

8015-7793 cal BC (54.5%)

PLD-28467 

試料 No.2618 

１号集石遺構

-24.70 ± 0.22 8379 ± 29 8380 ± 30
7518-7455 cal BC (62.8%) 

7391-7383 cal BC ( 5.4%)

7529-7423 cal BC (72.6%) 

7415-7356 cal BC (22.8%)

PLD-28468 

試料 No.2619 

１号集石遺構

-25.20 ± 0.17 8390 ± 28 8390 ± 30 7523-7466 cal BC (68.2%)
7537-7447 cal BC (81.2%) 

7411-7360 cal BC (14.2%)

PLD-28469 

試料 No.2620 

１号集石遺構

-24.93 ± 0.22 8426 ± 30 8425 ± 30 7536-7491 cal BC (68.2%) 7574-7466 cal BC (95.4%)

9300 9200 9100 9000 8900 8800 8700 8600 8500 8400

暦年代 (cal BC)

9100

9200

9300

9400

9500

9600

9700

9800

9900

10000

14
C
年
代

 (
B

P
)

1σ

2σ

OxCal v4.2.4 Bronk Ramsey (2013); r:5; IntCal13 atmospheric curve (Reimer et al 2013);

PLD-28460:9466±31 BP
68.2% probability

8799-8714 cal BC (68.2%)

95.4% probability

9104-9091 cal BC ( 1.0%)

9040-9034 cal BC ( 0.4%)

8837-8637 cal BC (94.0%)

9300 9200 9100 9000 8900 8800 8700 8600 8500 8400

暦年代 (cal BC)

9100

9200

9300

9400

9500

9600

9700

9800

9900

10000

14
C
年
代

 (
B

P
)

1σ

2σ

OxCal v4.2.4 Bronk Ramsey (2013); r:5; IntCal13 atmospheric curve (Reimer et al 2013);

PLD-28461:9460±33 BP
68.2% probability

8794-8709 cal BC (64.8%)

8666-8659 cal BC ( 3.4%)

95.4% probability

9096-9091 cal BC ( 0.3%)

9038-9035 cal BC ( 0.2%)

8836-8632 cal BC (94.9%)

7600 7500 7400 7300 7200 7100 7000

暦年代 (cal BC)

7900

8000

8100

8200

8300

8400

8500

8600

8700

8800

14
C
年
代

 (
B

P
)

1σ

2σ

OxCal v4.2.4 Bronk Ramsey (2013); r:5; IntCal13 atmospheric curve (Reimer et al 2013);

PLD-28465:8286±29 BP
68.2% probability

7452-7397 cal BC (28.7%)

7376-7306 cal BC (39.5%)

95.4% probability

7468-7252 cal BC (86.2%)

7230-7191 cal BC ( 9.2%)

8400 8300 8200 8100 8000 7900 7800 7700 7600 7500

暦年代 (cal BC)

8300

8400

8500

8600

8700

8800

8900

9000

9100

9200

9300

14
C
年
代

 (
B

P
)

1σ

2σ

OxCal v4.2.4 Bronk Ramsey (2013); r:5; IntCal13 atmospheric curve (Reimer et al 2013);

PLD-28466:8841±32 BP
68.2% probability

8176-8114 cal BC (22.6%)

8058-8044 cal BC ( 3.5%)

7991-7911 cal BC (24.8%)

7901-7835 cal BC (17.3%)

95.4% probability

8205-8035 cal BC (40.9%)

8015-7793 cal BC (54.5%)
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7700 7600 7500 7400 7300 7200 7100

暦年代 (cal BC)

8100

8200

8300

8400
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代
 (
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)

1σ

2σ

OxCal v4.2.4 Bronk Ramsey (2013); r:5; IntCal13 atmospheric curve (Reimer et al 2013);

PLD-28467:8379±29 BP
68.2% probability

7518-7455 cal BC (62.8%)

7391-7383 cal BC ( 5.4%)

95.4% probability

7529-7423 cal BC (72.6%)

7415-7356 cal BC (22.8%)

7700 7600 7500 7400 7300 7200 7100

暦年代 (cal BC)

8100

8200

8300

8400
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8600
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8800

14
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代
 (

B
P

)

1σ

2σ

OxCal v4.2.4 Bronk Ramsey (2013); r:5; IntCal13 atmospheric curve (Reimer et al 2013);

PLD-28468:8390±28 BP
68.2% probability

7523-7466 cal BC (68.2%)

95.4% probability

7537-7447 cal BC (81.2%)

7411-7360 cal BC (14.2%)

7700 7600 7500 7400 7300 7200 7100

暦年代 (cal BC)

8100

8200

8300

8400
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14
C
年

代
 (
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)

1σ

2σ

OxCal v4.2.4 Bronk Ramsey (2013); r:5; IntCal13 atmospheric curve (Reimer et al 2013);

PLD-28469:8426±30 BP
68.2% probability

7536-7491 cal BC (68.2%)

95.4% probability

7574-7466 cal BC (95.4%)

第 613図　暦年較正年代グラフ(２）

第 614 図　暦年代の分布図
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（９) 放射性炭素年代測定９

１　測定対象試料

　天神段遺跡は，鹿児島県曽於郡大崎町（北緯 31° 30′ 

18″，東経 130° 55′ 48″）に所在する。測定対象試

料は，土器付着炭化物 7 点である（第 123 表）。試料が

採取された土器は，いずれも縄文土器の深鉢で，試料①

～④，⑦は口縁部外面，⑤，⑥は胴部外面より採取され

た。炭化物が採取された土器は，試料①がⅪ類土器，試

料②と③がⅦ類土器，試料④と⑤がⅨ類土器，試料⑥が

ⅩⅩ類（白ヶ野式）土器，試料⑦がⅩⅥ類土器である。

２　化学処理工程

（１）メスを使い，土器片に付着した炭化物を採取する。

（２�）酸 - アルカリ - 酸（AAA：Acid Alkali Acid）処

理により不純物を化学的に取り除く。その後，超

純水で中性になるまで希釈し，乾燥させる。AAA 処

理における酸処理では，通常 1mol/ ℓ（1M）の塩酸

（HCl）を用いる。アルカリ処理では水酸化ナトリウ

ム（NaOH）水溶液を用い，0.001M から 1M まで徐々

に濃度を上げながら処理を行う。アルカリ濃度が

1M に達した時には「AAA」，1M 未満の場合は「AaA」

と第 123 表に記載する。

（３）試料を燃焼させ，二酸化炭素（CO2）を発生させる。

（４）真空ラインで二酸化炭素を精製する。

（５�）精製した二酸化炭素を鉄を触媒として水素で還元

し，グラファイト（C）を生成させる。

（６�）グラファイトを内径１mm のカソードにハンドプ

レス機で詰め，それをホイールにはめ込み，測定装

置に装着する。

３　測定方法

　加速器をベースとした 14C-AMS 専用装置（NEC 社製）

を使用し，14C の計数， 13C 濃度（13C/12C），14C 濃度（14C/12C）

の測定を行う。測定では，米国国立標準局（NIST）から

提供されたシュウ酸（HOx Ⅱ）を標準試料とする。この

標準試料とバックグラウンド試料の測定も同時に実施す

る。

４　算出方法

（１�）δ 13C は，試料炭素の 13C 濃度（13C/12C）を測定

し，基準試料からのずれを千分偏差（‰）で表した

値である（第123表）。AMS装置による測定値を用い，

表中に「AMS」と注記する。

（２�）14C 年代（Libby Age：yrBP）は，過去の大気中
14C 濃度が一定であったと仮定して測定され，1950

年を基準年（0yrBP）として遡る年代である。年代

値の算出には，Libby の半減期（5568 年）を使用す

る（Stuiver and Polach 1977）。14C 年代はδ 13C に

よって同位体効果を補正する必要がある。補正した

値を第 123 表に，補正していない値を参考値として

第 124・125 表に示した。14C 年代と誤差は，下一桁

を丸めて 10 年単位で表示される。また，14C 年代の

誤差（± 1 σ）は，試料の 14C 年代がその誤差範囲

に入る確率が 68.2％であることを意味する。

（３�）pMC (percent Modern Carbon) は，標準現代炭素

に対する試料炭素の 14C 濃度の割合である。pMC が

小さい（14C が少ない）ほど古い年代を示し，pMC

が 100 以上（14C の量が標準現代炭素と同等以上）

の場合 Modern とする。この値もδ 13C によって補

正する必要があるため，補正した値を第 123 表に，

補正していない値を参考値として第 124・125 表に

示した。

（４�）暦年較正年代とは年代が既知の試料の 14C 濃度

を元に描かれた較正曲線と照らし合わせ，過去の
14C 濃度変化などを補正し，実年代に近づけた値で

ある。暦年較正年代は，14C 年代に対応する較正

曲線上の暦年代範囲であり，１標準偏差（1 σ＝

68.2％）あるいは２標準偏差（2σ＝ 95.4％）で表

示される。グラフの縦軸が 14C 年代，横軸が暦年較

正年代を表す。暦年較正プログラムに入力される値

は，δ 13C 補正を行い，下一桁を丸めない 14C 年代

値である。なお，較正曲線および較正プログラム

は，データの蓄積によって更新される。また，プロ

グラムの種類によっても結果が異なるため，年代

の活用にあたってはその種類とバージョンを確認

する必要がある。ここでは，暦年較正年代の計算

に，IntCal13 データベース（Reimer et al. 2013）

を用い，OxCalv4.2 較正プログラム（Bronk Ramsey 

2009）を使用した。暦年較正年代については，特定

のデータベース，プログラムに依存する点を考慮し，

プログラムに入力する値とともに参考値として第

124・125 表に示した。暦年較正年代は，14C 年代に

基づいて較正（calibrate）された年代値であるこ

とを明示するために「cal BP」または「cal BC/AD」

という単位で表され，ここでは前者を第 124 表，第

615・616 図に，後者を第 125 表，第 617 図に示した。

５　測定結果

  測定結果を第 123 ～ 125 表，第 615 ～ 617 図に示す。

較正年代は，cal BP（第 124 表，第 615・616 図）と

cal BC/AD（第 125 表，第 617 図）の２通りで算出した。

　試料の 14C 年代は，9010 ± 30yrBP（試料②）から

7070 ± 30yrBP（試料⑦）の間にある。暦年較正年代（1

σ）は，古い方から順に試料②～⑤が縄文時代早期前葉

頃，試料①，⑥が早期中葉頃，試料⑦が早期後葉頃に相

当する（小林編 2008）。

　試料の炭素含有率はすべて 60％を超える十分な値で，

化学処理，測定上の問題は認められない。
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第 123 表　放射性炭素年代測定結果（δ 13C 補正値）

第 124 表　放射性炭素年代測定結果（δ 13C 未補正値，暦年較正用 14C 年代，較正年代 cal BP）

測定番号 試料名 採取場所 試料形態
処理

方法
δ 13C (‰ ) (AMS)

δ 13C 補正あり

Libby Age （yrBP） pMC (%)

IAAA-161254 天神段試料①
掲載番号 800

Ｅ－ 24 区　Ⅵ層

土器付着

炭化物
AaA -24.71 ± 0.24 8,330 ± 30 35.45 ± 0.14 

IAAA-161255 天神段試料②
掲載番号 525

Ｋ－ 14 区　Ⅵ層

土器付着

炭化物
AaA -22.91 ± 0.25 9,010 ± 30 32.58 ± 0.14 

IAAA-161256 天神段試料③
掲載番号 50

8 号土坑出土他

土器付着

炭化物
AaA -23.50 ± 0.24 8,970 ± 30 32.72 ± 0.14 

IAAA-161257 天神段試料④
掲載番号 607

Ｇ－ 20 区　Ⅵ層

土器付着

炭化物
AaA -26.58 ± 0.25 8,850 ± 30 33.23 ± 0.14 

IAAA-161258 天神段試料⑤
掲載番号 618

Ｆ－ 21 区　Ⅵ層

土器付着

炭化物
AaA -25.10 ± 0.23 8,880 ± 30 33.10 ± 0.14 

IAAA-161259 天神段試料⑥
掲載番号 1504

Ｆ－ 17 区　Ⅵ層

土器付着

炭化物
AaA -22.42 ± 0.26 8,240 ± 30 35.83 ± 0.15 

IAAA-161260 天神段試料⑦
掲載番号 1321

Ｆ－ 21 区　Ⅵ層

土器付着

炭化物
AaA -24.32 ± 0.23 7,070 ± 30 41.50 ± 0.16 

測定番号
δ 13C 補正なし

暦年較正用 (yrBP) 1 σ暦年代範囲 2σ暦年代範囲
Age　(yrBP) pMC　（％）

IAAA-161254 8,330 ± 30 35.47 ± 0.14 8,331 ± 32
9421calBP - 9370calBP (29.5%) 

9364calBP - 9306calBP (38.7%)
9455calBP - 9271calBP (95.4%)

IAAA-161255 8,970 ± 30 32.72 ± 0.14 9,008 ± 34 10225calBP - 10185calBP (68.2%)
10241calBP - 10156calBP (94.9%) 

9981calBP - 9975calBP ( 0.5%)

IAAA-161256 8,950 ± 30 32.82 ± 0.14 8,973 ± 34
10221calBP - 10155calBP (63.1%) 

9982calBP - 9970calBP ( 5.1%)

10230calBP - 10124calBP (70.0%) 

10063calBP - 10006calBP ( 9.9%) 

9994calBP - 9932calBP (15.5%)

IAAA-161257 8,880 ± 30 33.12 ± 0.14 8,849 ± 33

10146calBP - 10060calBP (30.7%) 

10040calBP - 10023calBP ( 4.3%) 

10014calBP - 9989calBP ( 7.0%) 

9952calBP - 9887calBP (21.7%) 

9872calBP - 9869calBP ( 0.5%) 

9841calBP - 9823calBP ( 4.1%)

10157calBP - 9980calBP (49.2%) 

9973calBP - 9767calBP (46.2%)

IAAA-161258 8,880 ± 30 33.09 ± 0.14 8,882 ± 34

10150calBP - 10113calBP (14.7%) 

10096calBP - 10055calBP (15.9%) 

10043calBP - 9987calBP (22.6%) 

9961calBP - 9921calBP (15.0%)

10179calBP - 9887calBP (95.0%) 

9837calBP - 9828calBP ( 0.4%)

IAAA-161259 8,200 ± 30 36.02 ± 0.15 8,244 ± 33
9280calBP - 9193calBP (43.0%) 

9183calBP - 9135calBP (25.2%)

9399calBP - 9358calBP ( 4.8%) 

9318calBP - 9090calBP (90.6%)

IAAA-161260 7,050 ± 30 41.55 ± 0.16 7,065 ± 31
7943calBP - 7920calBP (22.8%) 

7903calBP - 7860calBP (45.4%)
7959calBP - 7840calBP (95.4%)
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第 125 表　放射性炭素年代測定結果（δ 13C 未補正値，暦年較正用 14C 年代，較正年代 cal BC/AD）

第 615 図　暦年較正年代グラフ(１）

測定番号
δ 13C 補正なし

暦年較正用 (yrBP) 1 σ暦年代範囲 2σ暦年代範囲
Age　(yrBP) pMC　（％）

IAAA-161254 8,330 ± 30 35.47 ± 0.14 8,331 ± 32
7472calBC - 7421calBC (29.5%) 

7415calBC - 7357calBC (38.7%)
7506calBC - 7322calBC (95.4%)

IAAA-161255 8,970 ± 30 32.72 ± 0.14 9,008 ± 34 8276calBC - 8236calBC (68.2%)
8292calBC - 8207calBC (94.9%) 

8032calBC - 8026calBC ( 0.5%)

IAAA-161256 8,950 ± 30 32.82 ± 0.14 8,973 ± 34
8272calBC - 8206calBC (63.1%) 

8033calBC - 8021calBC ( 5.1%)

8281calBC - 8175calBC (70.0%) 

8114calBC - 8057calBC ( 9.9%) 

8045calBC - 7983calBC (15.5%)

IAAA-161257 8,880 ± 30 33.12 ± 0.14 8,849 ± 33

8197calBC - 8111calBC (30.7%) 

8091calBC - 8074calBC ( 4.3%) 

8065calBC - 8040calBC ( 7.0%) 

8003calBC - 7938calBC (21.7%) 

7923calBC - 7920calBC ( 0.5%) 

7892calBC - 7874calBC ( 4.1%)

8208calBC - 8031calBC (49.2%) 

8024calBC - 7818calBC (46.2%)

IAAA-161258 8,880 ± 30 33.09 ± 0.14 8,882 ± 34

8201calBC - 8164calBC (14.7%) 

8147calBC - 8106calBC (15.9%) 

8094calBC - 8038calBC (22.6%) 

8012calBC - 7972calBC (15.0%)

8230calBC - 7938calBC (95.0%) 

7888calBC - 7879calBC ( 0.4%)

IAAA-161259 8,200 ± 30 36.02 ± 0.15 8,244 ± 33
7331calBC - 7244calBC (43.0%) 

7234calBC - 7186calBC (25.2%)

7450calBC - 7409calBC ( 4.8%) 

7369calBC - 7141calBC (90.6%)

IAAA-161260 7,050 ± 30 41.55 ± 0.16 7,065 ± 31
5994calBC - 5971calBC (22.8%) 

5954calBC - 5911calBC (45.4%)
6010calBC - 5891calBC (95.4%)
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第 617図　暦年較正年代グラフ(３）

第 616 図　暦年較正年代グラフ(２）
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第Ⅵ章　総括

第１節　遺構の時期について

　縄文時代早期に属すると考えられる数多くの遺構が検

出されたが，これらの遺構から得られる情報が少なく，

詳細な時期を判断することが困難である。そこで，遺構

から検出された炭化物の年代測定結果から得られる特徴

をまとめることとする。なお，年代測定を実施した遺構

検出の試料は，第 126 表の 43点であった。

　竪穴住居状遺構は７基から検出された炭化物の年代測

定を行った。その結果，４号竪穴住居状遺構検出の炭化

物の年代は縄文時代早期中葉、それ以外の竪穴住居状遺

構から検出された炭化物の年代は 8,800 － 8,200calBC の

範囲に収まることから，縄文時代早期前葉から中葉に相

当すると考えられる。１号竪穴住居状遺構からはⅢ類土

器が出土し，４号竪穴住居状遺構からはⅤ類土器が出土

しているが，それぞれに年代測定結果と符合すると考え

られる。

　連穴土坑は８基から検出された９点の炭化物の年代測

定を行った。その結果はほぼ 8,800 － 8,200calBC の範囲

に収まることから，縄文時代早期前葉から中葉に相当す

ると考えられる。

　土坑はⅧ層から検出された３基５点の炭化物の年代測

定を行った。その結果はほぼ 8,800 － 7,200calBC の範囲

に収まることから，縄文時代早期前葉から中葉に相当す

ると考えられる。

  集石遺構は 19 基から検出された 22 点の炭化物の年

代測定を行った。110 号集石遺構の炭化物の測定結果

は，縄文時代早期前葉に相当する。１号集石遺構の３点

と 246 号集石遺構の炭化物の測定結果は，ほぼ 7,600 －

7,300calBC の範囲に収まることから縄文時代早期中葉

に相当すると考えられる。121 号・169 号・170 号集石遺

構の炭化物の測定結果は，ほぼ 9,300 － 8,500calBP 及

び 7,044 － 6,750calBC となることから縄文時代早期中葉

から後葉に相当すると考えられる。上記以外の集石遺構

から検出された炭化物の年代測定結果は，ほぼ 6,200 －

5,650calBCと 7,800－ 7,500calBP の範囲に収まることか

ら，縄文時代早期後葉に相当すると考えられる。Ⅶ層か

ら検出された集石遺構の炭化物の年代測定点数が少ない

ことから断定できないが，早期後葉の集石遺構が多い傾

向にある。

　竪穴住居状遺構，連穴土坑，土坑の年代測定結果は，

早期前葉から中葉の範囲に収まる。Ⅷ層及びⅦ層で検出

した集石遺構の炭化物の年代測定結果は，必ずしも検出

した層位順を反映しているとは言えない。しかし，Ⅵ層

で検出した集石遺構については 15基のうち２基が早期中

葉から後葉，13基が早期後葉に相当すると考えられる。

遺　構　名 測　定　結　果

　１号竪穴住居状遺構 8836-8630calBC 

　３号竪穴住居状遺構 8325-8210calBC 

　４号竪穴住居状遺構 7967-7677calBC 

　５号竪穴住居状遺構 8609-8340calBC 

　６号竪穴住居状遺構 8322-8240calBC 

　７号竪穴住居状遺構 8298-8183calBC 

　９号竪穴住居状遺構 8352-8254calBC 

  ５号連穴土坑 8296-8236calBC 

  ５号連穴土坑 8476-8291calBC 

　14 号連穴土坑 8292-8235calBC 

　15 号連穴土坑 8347-8249calBC 

　20 号連穴土坑 8349-8250calBC 

　21 号連穴土坑 8356-8283calBC 

　25 号連穴土坑 8355-8271calBC 

　30 号連穴土坑 8770-8599calBC 

　31 号連穴土坑 8778-8600calBC 

　61 号土坑 7457-7185calBC 

　61 号土坑 7468-7252calBC 

　79 号土坑 8015-7793calBC 

　90 号土坑 8837-8637calBC 

　90 号土坑 8836-8632calBC 

　１号集石遺構（Ⅷ層検出） 7529-7423calBC 

　１号集石遺構     〃 7537-7447calBC 

　１号集石遺構     〃 7574-7466calBC 

 110 号集石遺構（Ⅶ層検出） 10444-10259calBP

 121 号集石遺構     〃 9324-9128calBP

 139 号集石遺構     〃 6391-6236calBC 

 169 号集石遺構（Ⅵ層検出） 7044-6750calBC 

 170 号集石遺構     〃 8655-8545calBP

 174 号集石遺構     〃 5989-5833calBC 

 186 号集石遺構     〃 6059-5973calBC 

 195 号集石遺構     〃 5891-5733calBC 

 206 号集石遺構     〃 5807-5659calBC 

 217 号集石遺構     〃 5988-5808calBC   

 223 号集石遺構     〃 5984-5787calBC 

 244 号集石遺構     〃 6018-5888calBC 

 246 号集石遺構     〃 7513-7304calBC 

 283 号集石遺構     〃 6089-5987calBC 

 298 号集石遺構     〃 5990-5836calBC 

 300 号集石遺構     〃 5882-5729calBC 

 304 号集石遺構     〃 6212-6029calBC 

 307 号集石遺構     〃 7590-7489calBP

 307 号集石遺構     〃 7797-7671calBP

第 126 表　遺構検出の炭化物の年代測定結果
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第 618 図　五角形鏃の出土状況図

第 127 表　天神段遺跡の五角形鏃

第２節　遺物について

１　石器

　縄文時代早期の石器は，剥片石器及び礫石器ともに多

量に出土した。Ⅶ・Ⅵ層とも調査区の北東側を中心に出

土し，器種による出土分布の違いは見られなかった。器

種ごとの使用する石材については，第 62表のとおりであ

る。剥片石器は黒曜石や安山岩，チャートを，礫石器は

多孔質な安山岩や砂岩を多く使用している。黒曜石の約

半数が西北九州系であった。

　縄文時代早期土器はⅠ類～Ⅷ類土器がⅦ層（Ⅳ類土器

は出土点数が少ないため除く），ⅩⅢ類～ⅩⅧ類土器がⅥ層か

らの出土が多い傾向にある。それぞれの土器型式の出土

層位の傾向から，Ⅶ層出土の石器は縄文時代早期前葉～

中葉，Ⅵ層出土の石器は縄文時代早期後葉の時期に比定

すると考えられる。

　Ⅵ層出土の打製石鏃のⅣ類（五角形鏃）のうち，両側

縁の上部に屈折部をもつ将棋の駒型を呈するものは，『天

神段遺跡２』で報告した，Ⅴ・Ⅳ層出土の五角形鏃と形

態的な特徴は類似する。県内では五角形鏃は縄文時代晩

期に盛行するため，Ⅴ層出土の五角形鏃は「上層即ち，

縄文時代晩期からの混入との判断を示した」と報告して

いる。そこで，Ⅵ層出土の五角形鏃も上層から混入した

ものなのか，分布状況及び石材を比較した。第 618 図は

Ⅵ・Ⅴ・Ⅳ層出土の五角形鏃の平面及び垂直方向からの

分布状況である。調査区は北側の標高が高く，南側にか

けて緩やかに傾斜していく地形であるため，比較的平坦

なグリッドのみで比較した。第 618 図からは平面での分

布状況に差異は認められない。垂直方向ではⅣ層及びⅤ

層の資料は近接するが，Ⅵ層の資料はⅣ層の資料の下部

に分布する。Ⅴ層がアカホヤ火山灰層であることからも，

Ⅳ層とⅥ層では分布域に開きが認められる。次に，使用

する石材については第 127 表に示した。Ⅳ層は黒曜石が

３割を占め，安山岩やチャートなどの石材も同量程度使

用する。黒曜石は腰岳産を多く使用し，同様に縄文時代

晩期に腰岳産黒曜石が多く使用される例として，大坪遺

跡（出水市）や桐木耳取遺跡（曽於市），上水流遺跡（南

さつま市）などがある。Ⅵ層はおよそ半数が黒曜石であ

り，次いで安山岩が４割を占める。黒曜石は姫島や針尾・

淀姫産が多くなり，腰岳産はⅣ層に比べると少ない。こ

のように石材選択についても，Ⅳ層とⅥ層では大きく異

なる。出土点数はⅥ層が最も少なく，Ⅵ層出土の打製石

鏃の中でも五角形鏃は１割未満と非常に少ない。以上の

ことから，Ⅵ層出土の五角形鏃が上層からの混入と断定

することは困難である。なお，縄文時代早期の五角形鏃

は高吉Ｂ遺跡（志布志市）や宮ヶ原遺跡（曽於市），前原

遺跡（鹿児島市），桜谷遺跡（南さつま市）からも出土し

ており，本遺跡のⅥ層出土の五角形鏃も縄文時代早期の

可能性がある。

N

M

L

K

J

I

H

7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17

Ⅵ層
Ⅴ層
Ⅳ層

204.0m

205.0m

204.0m

205.0m

※１グリッドは10ｍ

OB5 OB6 OB7 OB その他 AN CH SH HF その他 計

Ⅳ層（1346 ～ 1473） 31 2 9 30 25 7 7 16 127

Ⅴ層（450 ～ 515） 8 5 4 7 10 17 3 1 11 66

Ⅵ層（2963 ～ 3004） 3 7 8 2 17 4 1 42
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２　土器

　天神段遺跡では，一括取り上げ遺物を含め，総点数

35,656 点の土器が出土した。Ⅰ～ⅩⅩ類に分類した各類は

第 128 表に示した土器型式に該当する。第 128 表には，

各類ごとの出土数も示す。なお掲載点数とは，掲載され

た個体の破片数であり個体数でない。

各類の特徴と出土状況について

　第 619図はＤ～Ｌ－22区の土器出土状況図（垂直分布）

である。Ｄ～Ｌ－22区は北西から南東に向けて傾斜する

地形である。早期前葉に該当するⅠ～Ⅳ類土器が最も下

位より，早期中葉に該当するⅤ～Ⅻ類土器がその上位より，

早期後葉に該当するⅩⅢ～ⅩⅤ類土器，早期後葉～末葉に該

当するⅩⅥ～ⅩⅧ類土器がさらにその上位より概ね出土してい

る状況である。ただし，それぞれの土器型式を層位的に

区分することは困難であった。

　Ⅰ類土器は横位や斜位の浅い貝殻条痕文やナデを施す

一群で，既存の土器型式を複数包括した分類となってい

る。Ｆ～Ｌ－17～ 23区を中心に点在するように分布して

いる。236～ 242は水迫式土器に該当する。横位の押引き

状の刺突文を施すことから水迫式Ⅱ類土器（下山・鎌田

1999）に該当する。243・244 は内面にナデを施し口縁部

外面に縦位の貝殻刺突文を施すことから岩本式土器に類

似するものと考えられる。ただし，岩本式土器に多く見ら

れる小波状の口唇部や内面の稜は確認できないのが本遺

跡出土土器の特徴である。245～ 247はホケノ頭遺跡Ⅲ類

土器に該当し，桑波田武志氏は岩本式土器と前平式土器

の中間に位置する一群とした（桑波田2001）。前平式土器

は型式概念が研究者によって異なるが，上杉彰紀氏・深

野信之氏によって口縁部形態，施文方法，器面調整等よ

り前平式土器，志風頭式土器が再定義，細分されている（上

杉・深野 2004）。上杉氏・深野氏の細分に基づくと245～

247は前平Ⅰ式土器に該当する。また，248～ 252は前平

Ⅱ式土器に該当し，前平式土器の古い段階に位置づけら

れる。

　Ⅱ群土器は横位の明瞭な貝殻条痕文を施す円筒形の一

群である。Ｄ～Ｎ－13～ 25区を中心に調査区の北東側

に分布が集中している。上杉氏・深野氏の設定した前平Ⅲ・

Ⅳ式土器に該当し，前平式土器の新しい段階に位置づけ

られる。276～ 283のように胴部外面に横位の貝殻条痕を

施した後，縦位や斜位の浅い条痕や沈線を重ねて施文す

る一群は，Ⅲ類土器に多く見られる２重施文に近い特徴

を有している。また，260のような波状口縁をもつものは

角筒形の祖形となる可能性が高い。

　Ⅲ類土器は口縁部外面に貝殻刺突線文を施す一群であ

る。Ｃ～Ｎ－13～ 25区を中心に調査区の北東部に分布

が集中しているが，Ⅱ類土器に比べて分布の中心がやや

北寄りである。306～ 308は口縁部上位に貝殻刺突文を施

した後，その下位に横位の貝殻刺突線文を施す円筒形の

土器である。上杉氏・深野氏の設定した志風頭土器に該

当する。同様の口縁部文様をもつ 309 ～ 318 の角筒形の

土器に関しては，前平式土器段階に出現するとする見解

（新東 2008）と志風頭式土器の段階から出現するとする見

解（上杉・深野 2004）がある。309・311・313・318 は角

筒形を呈する中でも上角下円の器形になると考えられる。

319～ 330は口縁部外面に横位の貝殻刺突線文を施し，胴

部外面に２重施文を行う一群で加栗山式土器に該当する。

331・333 ～ 335は小牧３Ａタイプに該当し，前迫亮一氏

は加栗山式土器から吉田式土器の間に位置づけている（前

迫 2000）が，上杉氏は吉田Ⅰ式古段階に併行するとして

いる（上杉 2003）。332は札ノ元Ⅶ類土器に該当する。黒

川忠広氏は札ノ元Ⅶ類土器が南九州東南部に分布が限定

することや，加栗山式土器後半から吉田式土器前半に併

行することを指摘している（黒川2004）。永吉天神段遺跡

など志布志湾沿岸地域を中心に類例が出土している。

　Ⅳ類土器は吉田式土器に該当する。Ｅ～Ｍ－３～ 22区

類 土器型式 掲載点数 出土総数

Ⅰ

水迫式土器

岩本式土器

前平式土器（古）

22 47

Ⅱ 前平式土器（新） 226 824

Ⅲ
志風頭式土器

加栗山式土器
113 532

Ⅳ 吉田式土器 28 63

Ⅴ 石坂式土器 401 1,249

Ⅵ 下剥峯式土器 303 3,648

Ⅶ 辻タイプ 189 659

Ⅷ 桑ノ丸式土器 118 481

Ⅸ 中原式土器 71 199

Ⅹ ナデ調整無文土器 119 607

Ⅺ

押型文土器

縄文施文土器

（五十市式土器）

撚糸文土器

短枝回転施文土器

550 3,004

Ⅻ 手向山式土器 253 670

ⅩⅢ 妙見・天道ヶ尾式土器 65 307

ⅩⅣ 平栫式土器 860 4,147

ⅩⅤ 塞ノ神Ａ式土器 1,140 2,995

ⅩⅥ 塞ノ神Ｂ式土器 1,249 3,943

ⅩⅦ 苦浜式土器 207 522

ⅩⅧ 条痕文系土器 239 510

ⅩⅨ 無文土器 202 5,546

ⅩⅩ 型式不明土器 199 5,342

合　　　計 6,528 35,656

第 128 表　天神段遺跡出土の土器型式分類と出土点数
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の範囲に点在するように分布する。調査区の北側にやや

まとまって出土している箇所が確認できる。

　Ⅴ類土器は石坂式土器に該当する。Ｄ～Ｇ－14～ 17

区を中心とした調査区の西側に分布が集中する。石坂式

土器は前迫氏によって，口唇部，口縁部，胴部，底部の

形態や文様により石坂Ⅰ式土器と石坂Ⅱ式土器に細分さ

れている（前迫 2000）。357～ 405は石坂Ⅰ式土器に，406

～ 412は石坂Ⅱ式土器に該当する。

　Ⅵ類土器は貝殻刺突文を主な文様とする一群で下剥峯

式土器に該当する。Ｄ～Ｎ－12～ 24区を中心に非常に

多く出土している。下剥峯式土器とⅧ類土器に該当する

桑ノ丸式土器は，器形や文様帯構成が複数の段階にわた

り類似することから時期差ではなく，時間的に併行するこ

とが上杉氏・深野氏・松本茂氏によって指摘され（上杉・

深野・松本 2005），山下大輔氏によって細分と編年試案が

行われている（山下2005）。Ⅵ類土器・Ⅷ類土器に関しては，

山下氏の細分を参考に分類を行った。440～ 464は口縁部

と胴部の２帯に分けて施文する一群で，下剥峯式土器の

古い段階に位置づけられる。465～ 495は口縁部から胴部

まで１帯で施文する一群で新しい段階に位置づけられる。

特に２帯に分けて施文する一群は口縁部が直口するもの

や波状を呈するものなど石坂Ⅱ式土器からの影響が想定

できる。521はⅡ～Ⅲ類土器の底部の可能性も考えられる。

　Ⅶ類土器は羽状に施文する短沈線を主な文様とする一

群で辻タイプに該当する。Ｄ～Ｎ－12～ 24区を中心に

調査区の北側より出土し，Ⅵ類土器と類似した出土状況

である。本遺跡出土の辻タイプの特徴として，出土量が

非常に多いことや文様構成が多様である点が挙げられる。

また，羽状に施文する短沈線に加えて同一個体にⅥ類土

器の主な文様要素である貝殻刺突文を施す個体が多数み

られる。破片資料で短沈線が見られず貝殻刺突文のみが

確認できるものはⅥ類土器に分類したが，Ⅶ類土器の一

部の可能性もある。　

　Ⅷ類土器は櫛歯状工具等により条線や沈線を施す一群

で，桑ノ丸式土器に該当する。Ｄ～Ｎ－９～ 24区を中心

に出土し，Ⅵ類土器に比べＥ～ I－ 14 ～ 16区付近の出

土が少なく，分布がやや北寄りである。Ⅵ類土器と同様

に口縁部と胴部の２帯に分けて施文する一群と口縁部か

ら胴部まで１帯で施文する一群があり，一定の年代幅を

有していたと考えられる。

　Ⅸ類土器はＤ～Ｎ－12～ 24区に点在するように分布

している。口縁部～胴部上半に貝殻条痕文を施す一群で

中原式土器に該当し，木崎康弘氏により中原Ⅰ式土器～

中原Ⅴ式土器に細別されている（木崎 1996）。600～ 608，

616は中原Ⅴ式土器に該当する。609～ 615は中原Ⅳ式土

器に該当すると考えられるが，中原Ⅴ式土器の一部の可

能性もある。胎土に長粒の角閃石を含むものが多く確認

できる。

　Ⅹ類土器は器壁が非常に厚い無文土器で，ナデ，貝殻

条痕などの器面調整を行う一群である。Ｃ～Ｎ－９～ 24

区を中心に出土し，Ｆ～Ｈ－20～ 23区においてややまと

って出土している。ナデ調整無文土器（上杉 2005）にほ

第 619図Ｄ～Ｌ－ 22区　土器出土状況図（垂直分布）
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ぼ該当する。器壁厚は底部中心部で５～ 5.5 ㎝，胴部で

２～ 2.5㎝，口縁部で１～２㎝程度と他類の土器と比較し

ても群を抜いている。646より底部は丸底と考えられる。

　Ⅺ類土器は原体を回転し施文する一群である。押型文

土器，縄文施文土器，撚糸文土器，変形撚糸文土器，短

枝回転施文土器が該当する。Ｄ～Ｎ－３～ 25区の範囲で

出土するものの，特にＤ～Ｈ－19～ 25区に，より集中

して出土している。南九州における押型文土器に関して

は山下氏による４段階 13分類による編年案がある（山下

2009）。南九州の押型文土器も基本的にはいわゆる大分編

年に連動するように変遷すると考えられている。647 ～

653，658 ～ 660 は小粒の楕円押型文を，718 ～ 733 は山

形押型文を帯状に施し，胎土に繊維を含むことから川原

田式土器，稲荷山式土器に該当し第１段階に位置づけら

れる。734～ 736は第１段階の押型文土器に併行する無文

土器の底部の可能性もある。次に外面に楕円，山形，連

珠等の押型文を横位に施し，内面にナデを行う一群が第

２段階に位置づけられる。内面に原体条痕を施すものも

みられる。外面に大粒の楕円，山形，連珠等の押型文を

斜位，縦位に施す一群は第３段階に位置づけられる。685

～ 687，750 ～ 752，808 は内面に横位の押型文を施し，

内面に明瞭な稜を有し，稜より下にケズリを行う「白ヶ野

類型」（山下・桒畑 2007）に該当し，第３段階の後半から

第４段階に位置づけられる。外面に異方向施文を行う一

群や変形撚糸文，短枝回転施文等を行う一群は第４段階

に位置づけられる。818～ 826は桑ノ丸式土器に類似する

器形，内面調整に縄文を施す，いわゆる五十市式土器（山

下 2005）に該当する。

　Ⅻ類土器は手向山式土器に該当する。Ｄ～Ｎ－４～ 24

区を中心に点在するように分布している。手向山式土器

は横手浩二郎氏によって１式～３式に細分が行われてい

る（横手 1998）。本遺跡出土の手向山式土器は口縁部から

胴部下半まで山形押型文や撚糸文を施す１式やミミズバ

レ文や同心円文や沈線文等が新たに加わる２式が中心で，

933～ 938のような口縁部外面に幅広の沈線を施し，屈曲

部付近に粘土紐を貼り付け，浅い刻みを入れる３式に該

当する資料は少ない。Ⅺ類土器に分類した撚糸文や変形

撚糸文土器の一部は手向山式土器の時期まで下る可能性

がある（山下大輔氏御教示）。

　ⅩⅢ類土器は外面に刻目突帯，沈線文，刺突文等を施す。

文様は口縁部と胴部の２帯構成となる一群である。八木

澤一郎氏の設定した妙見・天道ヶ尾式土器の第１群（八

木澤 2008）に該当する。Ｆ～Ｌ－ 20～ 23区において南

北に帯状に分布するが，出土量自体は多くない。

　ⅩⅣ類土器は沈線文，刺突文等を施し，文様が口縁部，

頸部，胴部の３帯構成となる一群である。平栫式土器に

該当する。ⅩⅨ類土器，ⅩⅩ類土器を除き，本遺跡で最も多

く出土した土器型式である。口縁部形態に着目して新旧の

大別を行う。ⅩⅢ類土器と型式学的に近い口縁部外端部が

肥厚する一群を平栫式土器（古），ⅩⅤ類土器と型式学的に

近い口縁部上位がやや肥厚する一群や口縁部が肥厚しな

いものの同様の施文を行う一群を平栫式土器（新）とす

る。第 620図は，型式比定が可能なⅩⅢ類土器・ⅩⅣ類土器

の出土分布図である。全体的にＤ～Ｌ－19～ 24区の調

査区の北側に弧状に分布している。妙見・天道ヶ尾式土器，

平栫式土器（古）が弧の外側に多く分布しているのに対

して，平栫式土器（新）は，一部分布は重なりながらも

弧の内側に分布している。また，壺形土器に関しては他

の深鉢土器との明瞭な分布の差はみられなかった。壺形

土器の多くは，口縁部外端部が肥厚するもので，深鉢形

の平栫式土器（古）に伴うものと考えられる。

　

　

　第 129 表は，ⅩⅣ類土器の胴部に施された縄文の組成を

示したものである。２段ＬＲと２段ＲＬは，結節縄文の一

部の可能性のあるものも含む。。そうした点を加味すると 

ⅩⅣ類土器の胴部は単節斜行縄文ＬＲによる結節縄文か羽

状縄文状の効果を呈する単節斜行縄文ＬＲとＲＬを結節

したものが大半を占める。

　ⅩⅤ類土器は口縁部がラッパ状に外反し，胴部に地文と

して網目状撚糸文等を施す一群で塞ノ神Ａ式土器に該当

する。Ｃ～Ｎ－13～ 25区を中心とした調査区の北東側で

多く出土し，弧状に分布するⅩⅣ類土器の西側を取り囲むよ

うに分布する。口縁部が屈曲する器形では，文様は口縁部，

頸部，胴部の３帯構成となるが，大半は口縁部と胴部の２

帯構成である。塞ノ神Ａ式土器は河口貞徳氏により塞ノ

神Ａａ式土器と塞ノ神Ａｂ式土器に細分されている（河

口1972）。河口氏の分類を参考に，胴部に縦位の網目状撚

糸文を施すＡａ式と沈線で区画した内部に網目状撚糸文

や縄文等を施すＡｂ式に大別した。さらに口縁部の断面

形態や口縁部文様で細分を行ったが，口縁部が屈曲し文

様が３帯構成の一群は，平栫式土器に時間的に近似する

と考えられる。特に1174 ～ 1177は上野原遺跡第 10地点

でまとまって出土した塞ノ神・微隆帯文土器に類似して

いる。1294，1295 の壺形土器も微隆帯文を施すことから

これらの深鉢形土器に伴うものと考えられる。第130表は 

ⅩⅤ類土器胴部の縄文施文の組成を示したものである。塞

第129表　ⅩⅣ類土器胴部縄文施文組成表

破片数 割合（％）

０段ℓ 11 1.7

１段Ｌ 13 2.0

２段ＬＲ 228 35.3

２段ＲＬ 24 3.7

結節 ( ℓ ) 1 0.2

結節 (ＬＲ＋ＲＬ ) 150 23.2

結節 (ＬＲ ) 152 23.5

結節 (ＲＬ ) 54 8.4

結節のみ 13 2

計 646 100
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ノ神Ａａ式土器の網目状撚糸文の原体は０段 ℓ の撚りを

基調とし，１段Ｒが多く，絡条体への巻き方も右巻き後，

左巻きが多い。ただし塞ノ神Ａｂ式土器も０段ℓを基調と

するものの，絡条帯への巻き方が左巻き後，右巻きのも

のが一定量存在する。

　ⅩⅣ類土器は貝殻刺突文，貝殻条痕文を主な文様とする

一群で塞ノ神Ｂ式土器に該当する。Ｄ～Ｎ－10～ 24区

を中心に調査区の東側でまとまって出土している。塞ノ神

Ｂ式土器は器形，文様ともに多様であるために器形によ

る大別を行い，さらに口縁部文様の組み合わせや文様構

成で細分した。近年，塞ノ神式Ｂ土器は桒畑光博氏によ

り３タイプに細分されている（桒畑 2016）。本遺跡出土の

塞ノ神Ｂ式土器は，桒畑氏の設定した古い段階の塞ノ神

Ｂ１タイプも一定量存在するが，塞ノ神Ｂ２タイプや塞ノ

神Ｂ３タイプが多い。特に口縁部がわずかに外傾する一

群や直口気味に立ち上がる円筒形状の器形を呈するもの

は，苦浜式土器と器形，文様要素，調整等で類似する点

が多く，時間的に近似すると考えられる。

　ⅩⅦ類土器は外面に貝殻条痕文を施した後，刻目突帯を

施す一群で苦浜式土器に該当する。出土量は少ないがＣ

～Ｎ－13～ 24区を中心に調査区の東側より出土し，塞ノ

神Ｂ式土器と分布が重なる。

　ⅩⅧ類土器は口唇部外端に刻目を入れ，外面に貝殻条

痕文を施す一群で，条痕文系土器群に該当する（桒畑

2016）。Ｄ～Ｎ－12～ 24区の範囲を中心に点在するよう

に分布する。

　ⅩⅨ類土器はⅩⅣ～ⅩⅥ土器に伴うものが多いと考えられる。

分布も概ね重なる傾向にある。

　ⅩⅩ類土器の 1504 ～ 1507 は白ヶ野式土器（岩永 2006）

に該当する。類例が田原迫ノ上遺跡より出土している。土

器付着炭化物の年代測定の結果等から押型文土器の第３

段階後半～第４段階に位置づけられると考えられる。

　第 621図～第 624図は天神段遺跡出土縄文早期土器変

遷図である。近年の編年研究等を参考に１～15期に細別

した。６期～ 8期は複数の系統が併行するような状況であ

る。系統間の併行関係に関しては山下大輔氏の研究（山

下 2015）を参考にした。

第 130 表　ⅩⅤ類土器胴部・縄文施文組成表

胴部・底部 塞ノ神Ａａ 塞ノ神Ａｂ 破片数 割合(％)

網目状撚糸文ℓ ( 右→左 ) 219 0 219 17.5

網目状撚糸文ℓ ( 左→右 ) 43 69 112 9.0

網目状撚糸文ｒ (右→左 ) 35 14 49 3.9

網目状撚糸文ｒ (左→右 ) 2 1 3 0.2

網目状撚糸文Ｌ (右→左 ) 309 8 317 25.4

網目状撚糸文Ｌ (左→右 ) 9 4 13 1.0

網目状撚糸文Ｒ (右→左 ) 513 0 513 41.1

網目状撚糸文Ｒ (左→右 ) 0 23 23 1.8

合計 1130 119 1249 100

撚糸Ｌ 8 5 13 6.3

撚糸Ｒ 143 52 195 93.8

合計 151 57 208 100.0

１段Ｒ 0 8 8 30.8

２段ＬＲ 0 17 17 65.4

２段ＲＬ 0 1 1 3.8

合計 0 26 26 100.0

原体不明 5 0 5 0.3

合計 1286 202 1488

第 620 図　Ｄ～Ｎ－ 11～ 25区　ⅩⅢ・ⅩⅣ類土器出土状況図
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 第 621図　天神段遺跡出土縄文時代早期土器変遷図(１)

天神段

早期１期

天神段

早期２期

天神段

早期３期

天神段

早期４期

天神段

早期５期

天神段

早期６期

237

243

245

252

44
272

307

311 48

278

266

322

331

332
325

41

411 649
187

348

350

619

Ｓ＝ 1/6，649 のみＳ＝ 1/4

Ⅰ

Ⅰ

Ⅰ

Ⅰ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅱ

Ⅱ

ⅢⅢ

Ⅲ

Ⅲ
Ⅳ

Ⅳ

Ⅴ

Ⅴ Ⅺ
Ⅸ

Ⅹ

Ⅲ



277

第 622図　天神段遺跡出土縄文時代早期土器変遷図(２)
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第 623図　天神段遺跡出土縄文時代早期土器変遷図(３)
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第 624 図　天神段遺跡出土縄文時代早期土器変遷図(４)
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